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今
夏
で
戦
後
71
年
と
な
る
。
こ
の
間
の

日
本
の
平
和
は
、
戦
前
の
51
年
間
と
は
対

照
的
だ
。
戦
前
の
51
年
間
と
は
、
１
８
９

４
年
の
日
清
戦
争
か
ら
、
１
９
４
５
年
の

世
界
大
戦
終
結
ま
で
の
51
年
間
で
あ
る
。

こ
の
間
に
日
本
は
五
つ
の
戦
争
を
遂
行
し

た
。
日
清
戦
争
、
１
９
０
４
年
日
露
戦
争
、

１
９
１
４
年
第
1
次
世
界
大
戦
参
戦
、
１

９
３
１
年
満
州
事
変
、
１
９
３
７
年
盧
溝

橋
事
件
以
降
の
日
中
戦
争
、
１
９
４
１
年

コ
タ
バ
ル
侵
攻
・
真
珠
湾
攻
撃
か
ら
は
じ

ま
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
。
「
戦
争
の

51
年
間
」
で
あ
る
。
こ
の
間
、
戦
死
者
は
、

日
本
人
三
百
数
十
万
人
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

で
は
二
千
万
人
を
超
え
た
。
日
本
史
上
こ

れ
ほ
ど
の
戦
死
者
を
出
し
た
時
代
は
な
い
。

最
悪
の
51
年
間
だ
っ
た
。

大
日
本
帝
国
憲
法
は
１
８
９
０
年
に
施

行
さ
れ
た
が
、
そ
の
4
年
後
に
は
じ
ま
っ

た
「
戦
争
の
51
年
間
」
を
防
ぐ
こ
と
は
な

か
っ
た
。
１
９
４
６
年
に
公
布
さ
れ
た
日

本
国
憲
法
下
で
は
、
70
年
間
戦
争
を
く
い

と
め
戦
死
者
を
一
人
も
出
さ
な
か
っ
た
。

こ
の
差
を
生
み
出
し
た
の
は
な
ん
だ
ろ

う
か
。
前
憲
法
に
も
、
人
権
を
保
障
す
る

条
文
は
あ
っ
た
が
、
法
律
の
許
す
範
囲
に

限
定
さ
れ
、
法
律
で
奪
う
こ
と
が
で
き
た
。

実
際
、
治
安
維
持
法
に
よ
っ
て
思
想
・
言

論
の
自
由
を
奪
い
、
戦
争
反
対
の
声
を
抑

え
、
戦
争
遂
行
を
可
能
に
し
た
。

現
憲
法
は
、
基
本
的
人
権
～
生
命
、
自

由
、
幸
福
追
求
の
権
利
は
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
最
大
の
尊

重
を
必
要
と
し
て
い
る
（
11
条
13
条
）
。

加
え
て
戦
争
も
軍
隊
の
存
在
も
交
戦
権
も

認
め
な
い
（
９
条
）
こ
と
で
戦
死
し
な
い

権
利
を
保
障
し
た
。
戦
争
は
不
可
能
だ
っ

た
。戦

死
者
で
血
塗
ら
れ
た
戦
前
の
日
本
を

「
美
し
い
」
と
す
る
安
倍
首
相
の
自
民
党

は
大
日
本
帝
国
憲
法
に
似
た
改
憲
草
案
を

つ
く
っ
た
。
こ
の
種
の
憲
法
が
戦
争
を
防

げ
な
い
こ
と
は
前
述
の
通
り
だ
。
軍
隊
が

な
い
と
国
を
守
れ
な
い
と
い
う
が
、
世
界

一
の
軍
隊
を
も
つ
米
国
は
、
大
戦
後
も
戦

争
を
つ
づ
け
、
朝
鮮
戦
争
で
14
万
人
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
で
54
万
人
が
戦
死
し
、
今
も

つ
づ
く
。
侵
略
戦
争
を
禁
止
す
る
憲
法
を

も
つ
国
は
多
数
あ
る
が
、
軍
隊
を
も
ち
ア

メ
リ
カ
と
共
に
参
戦
し
た
国
は
、
み
な
戦

死
者
を
出
し
て
い
る
。
戦
死
者
を
犠
牲
に

し
て
「
国
を
守
る
」
の
は
欺
瞞
だ
。
一
人

の
戦
死
者
も
出
さ
ず
に
国
を
守
る
こ
と
こ

そ
、
主
権
在
民
の
国
の
国
防
の
あ
り
方
だ
。

今
、
北
朝
鮮
や
中
国
の
軍
事
的
「
脅
威
」

に
対
し
て
、
軍
拡
で
国
を
守
れ
と
の
世
論

が
あ
る
。
こ
の
道
は
必
ず
戦
死
者
を
生
む
。

一
人
の
戦
死
者
も
出
さ
な
い
道
～
武
力
の

威
嚇･

行
使
の
放
棄
、
紛
争
の
平
和
的
解

決
を
め
ざ
す
東
南
ア
ジ
ア
友
好
協
力
条
約

の
東
北
ア
ジ
ア
版
の
実
現
こ
そ
、
一
人
の

戦
死
者
も
生
ま
な
い
主
権
在
民
の
国
の
す

す
む
べ
き
道
で
は
な
い
か
。

（
や
ま
が
み
お
さ
む
）

戦
争
の
51
年
間
と
平
和
の
71
年
間

一
人
の
戦
死
者
も
出
さ
な
い
主
権
在
民
の
国
の
国
防
の
あ
り
方

滋
賀
民
研
副
所
長

山
上

修
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・【巻頭言】戦争の51年間と平和の71年間

一１人の戦死者も出さない主権在民の国

の国防のあり方／山上修････････････P1

・第29回総会概要／宮下ゆたか････････P2

・【記念講演概要】子ども・若者が必要と

している「ケア」と学習について～今、

「人間教師」の仕事を考える／田中孝彦･･

･･････････････････････P3～5

・後期中等教育における特別支援教育を考

える（その１）－川村氏の高等養護学校

での取組みからの学び－／黒田吉孝･･P6･7

・行事と役員 ･･･････････････････････P8

《 今月の紙面 》

《 2016年7月号 No.337》

訂
正
と
お
詫
び

6
月
号
Ｐ
6
「
市
民
の
行
動
が
政
治

を
動
か
す
時
代
に
」
の
執
筆
者
名
が
間

違
っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

誤

服
部
浩
平
→

正

服
部
恒
平

今
年
も
無
事
総
会
が
終
了
し
ま
し

た
。
事
務
局
で
は
、
滋
賀
民
研
の
新

し
い
取
り
組
み
を
様
々
に
模
索
し
て

い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
民
研
の

活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｃ
）

【理事長】 木全 清博（元 滋賀大学教授）

【副理事長】 福井 雅英（滋賀県立大学特任教授）

〃 山田 稔（登校拒否・不登校問題

滋賀県連絡会世話人）

【理 事】 海藤 尚武（野洲養護学校教諭）

〃 桂田 良高（元大津市立小学校教諭）

〃 岸本 実 （滋賀大学教授）

〃 倉本 頼一（立命館大 非常勤講師）

〃 黒田 吉孝（びわこ学院大学教授）

〃 竹腰 宏見（全滋賀教組委員長）

〃 竹下 秀子（滋賀県立大学教授)

〃 茶谷 淑子（大津清陵高等学校教諭）

〃 福田 真樹（全滋賀教組書記次長）

〃 藤沢 俊樹（近江兄弟社高等学校校長）

〃 本田 清春（元小学校教諭、地域

民研交流研事務局長）
〃 宮下 ゆたか（立命館大等非常勤講師)

〃 村方 翼 （学童指導員）

〃 山岡 雅博（立命館大学教授）

〃 山上 修 （元県立高校教諭）

〃 吉田一彦

（滋賀県教育サークル協議会会長）
【監 事】 亀苔 丈夫（元小学校教諭）

【所 長】 黒田 吉孝（びわこ学院大学教授）

【副所長】 山上 修
【事務局長】 宮下 ゆたか
【事務局次長】 桂田 良高

〃 茶谷 淑子
〃 本田 清春

【顧 問】
中島 修 （前理事長・元近江兄弟

社学園長）

2016年
４月 9土 事務局会議

30土 発送作業 事務局会議

５月 7土 事務局会議(10:00から16：00）

14土 理事会・研究委員会合同会議

28土 発送作業 事務局会議

６月 5日 第29回 総会

11土 事務局会議

25土 発送作業 事務局会議

７月 9土 事務局会議 研究部会代表者会議

30土 発送作業 事務局会議

８月 10水 事務局会議

21日 滋賀民研サマーセミナー

27土 発送作業事務局会議
９月

11日
AM事務局会議

PM研究委員会
24土 発送作業 事務局会議

10月 8土 事務局会議

29土 発送作業 事務局会議
11月

12土
AM事務局会議

PM理事会・研究委員会合同会議
26土 発送作業 事務局会議

12月 10土 事務局会議

24土 発送作業 事務局会議

2017年
１月 14土 事務局会議

28土 教育のつどい（教科別・障害児教育）

29日 発送作業 事務局会議

２月 11土 教育のつどい（全体会・課題別）

12日 事務局会議

18土 滋賀民研研究集会

25土 発送作業・事務局会議

３月 11土 事務局会議 研究部会代表者会議

25土 発送作業・ 事務局会議

４月 8土 事務局会議

29土 発送作業 事務局会議

５月 13土 事務局会議

14日 理事会・研究委員会合同会議

27土 発送作業 事務局会議

６月 4日 第30回総会

10土 事務局会議

24土 発送作業 事務局会議

2016年度予定（2016.4～2017.3）

2016年度 滋賀県民主教育研究所役員

※行事予定は変更される場合がございます。

行事と役員


